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Unify NXJ のイ ン ス ト ール
の準備 1
この章では、 Unify NXJ をインス トールする前に必要な作業について説明します。 

Unify NXJ には、 NXJ製品のコンポーネン トの他にも JBoss アプリケーシ ョ ンサー
バがバンドルされています。 Standard Edition ライセンスでは、 Unify NXJ インス
トール時に JBoss アプリケーシ ョ ンサーバが自動的にインス トールされます。
Enterprise Edition では、 Unify NXJのリ リースで使用が認められているその他のア
プリケーシ ョ ンサーバが使用できます。 他のアプリケーシ ョ ンサーバを選択した
場合、 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバは自動的にはインス トールされません。

この章には、 Unify NXJ インス トールプログラムで表示されるプロンプ トへの入力
に必要な情報が説明されています。

タスク 1 ： ターゲッ ト環境のタイプを決定

Unify NXJはアプリケーシ ョ ン開発環境と実行環境 （実稼働環境または配備環境と
も言われる） の両方で使用します。 どちらの環境にも、 Unify NXJ製品のどのコン
ポーネン ト をインス トールし、 どのように設定するかを決定するライセンスキー
があります。

開発環境

開発環境とは、 NXJ アプリケーシ ョ ンを開発し、 テス ト を行う環境です。 開発環
境では、 以下のコンポーネン トがインス トールされます。

• NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナ

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバ

• Java 2 Platform, Standard Edition, SDK (J2SE SDK)

このキッ トは、 NXJ ツールによって内部で使用されるもので、 既にインス
トールされている他のキッ トに対しては干渉しません。
1
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• NXJが提供するアプリケーシ ョ ンサーバ ： JBoss （オプシ ョ ン）

• オプシ ョ ンで、 NXJ コン ト ロールセンタがデフォルトサーバに配備されま
す。 これは、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナからのアプリケーシ ョ ンの配備
をサポートするために必要です。

これらのコンポーネン トは、 完全な Unify NXJ開発環境を作成するためにサード
パーテ ィーデータベースやWeb ブラウザと組み合わされます。 これらのコンポー
ネン トの詳細については、 6 ページの 「タスク 4 ： 必要なサードパーテ ィ ツールの
取得」 を参照して く ださい。 

以下の図には、 これらのコンポーネン トの論理的な相互の関連性を示しています。

図 1-1 Unify NXJ の開発環境

インス トール時に、 次の開発環境が設定されます。

• アプリケーシ ョ ンサーバコンポーネン ト内に、 デフォルト
サーバのインスタンスとデバッグサーバのインスタンスが
作成されます。

ほとんどのアプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトサーバイ
ンスタンスには、 “default” という名前が設定されますが、
OracleAS アプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトサーバには 
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“home”、 BES アプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトサーバには “standard”、
WebSphere アプリケーシ ョ ンサーバのデフォルトサーバには “server1” という
名前が設定されます。 デフォルトサーバは、 アプリケーシ ョ ンの設計が、 デ
ザイナの要求にあっているかを判断するためにコン ト ロールセンタでアプリ
ケーシ ョ ンをテス ト している間中使用されています。 デバッグサーバインス
タンスは、 NXJ デバッガを使ってアプリケーシ ョ ンをテス トするために使用
します。 デバッグサーバには個別の JVM設定やパラ メータが必要なため、
アプリケーシ ョ ンサーバインスタンスも個別に必要です。 すべてのアプリ
ケーシ ョ ンサーバのデバッグサーバインスタンスに “UnifyDebug” という名前
が設定されています。 “UnifyDebug”は、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナから
アプリケーシ ョ ンのデバッグをサポートするために必要です。

実行環境

実行環境は、 NXJ アプリケーシ ョ ンを配備して管理する環境で、 アプリケーシ ョ
ンのエンドユーザがアクセスします。 実行環境では、 以下のコンポーネン トがイ
ンス トールされます。

• NXJ インタラクシ ョ ンサーバ

• Java 2 Platform, Standard Edition, SDK (J2SE SDK)

このキッ トは、 NXJ ツールによって内部で使用されるもので、 既にインス
トールされている他のキッ トに対しては干渉しません。

• NXJが提供するアプリケーシ ョ ンサーバ ： JBoss （オプシ ョ ン）

• オプシ ョ ンで、 NXJ コン ト ロールセンタがデフォルトサーバに配備されま
す。 これは、 NXJ コン ト ロールセンタからの配備をサポートするために必要
です。 このオプシ ョ ンを使用しない場合は、 アプリケーシ ョ ンサーバベンダ
固有の配備ツールを使用する必要があります。

開発環境の場合と同じように、 これらのコンポーネン ト も、 完全な Unify NXJ実
行環境を作成するために、 １つ以上のデータベースやWeb ブラウザを組み合わせ
ます。 これらのコンポーネン トの詳細については、 6 ページの 「タスク 4 ： 必要な
サードパーテ ィ ツールの取得」 を参照して く ださい。 
Unify NXJ インス トールガイ ド 3



1

以下の図には、 これらのコンポーネン トの論理的な相互の関連性を示しています。

図 1-2 Unify NXJの実行環境

インス トール時に、 次の実行環境が設定されます。

• 開発環境の場合と同じように、 デフォルトサーバインスタ
ンスが作成されます。 これは、 NXJ コン ト ロールセンタを
使って、 NXJ アプリケーシ ョ ンに配備されるサーバインス
タンスです。

NXJ アプリケーシ ョ ンの実稼働配備を行うには、 実行ライセン
スを購入する必要があります。 開発ライセンスでは、 3接続分し
か実行できません。 Standard Editionの開発ライセンスの場合、 実
行ライセンスは Standard Edition実行ライセンスとなり、 JBoss だけをサポート し
ます。
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タスク 2 ： アプリケーシ ョ ンサーバの取得 （オプシ ョ ン）

Unify NXJ には JBoss アプリケーシ ョ ンサーバがバンドルされており、 デフォルト
でインス トールされます。 Unify NXJが提供するアプリケーシ ョ ンサーバを使用し
ない場合は、 サードパーテ ィのベンダーから別のアプリケーシ ョ ンサーバを取得
してインス トールすることができます。 現在、 Unify NXJ で動作するアプリケー
シ ョ ンサーバ製品は以下のとおりです。

• BEA WebLogic 

• IBM WebSphere

• JBoss

• OracleAS

アプリケーシ ョ ンサーバ製品は、 Unify NXJがサポート しているものだけをご使用
く ださい。 サポート されているアプリケーシ ョ ンサーバ製品名とバージ ョ ンにつ
いては、 「Unify NXJがサポートする構成」 を参照して く ださい。

NXJのインス トール中に、 インス トールプログラムは、 必要なサーバインスタン
ス （開発環境では default と UnifyDebug、 実行環境では default） を設定するために
アプリケーシ ョ ンサーバに接続します。 インス トールプログラムが必要な情報を
得ることができない場合、 情報の入力を求められることがあります。

どのような情報が必要かは、 アプリケーシ ョ ンサーバ製品によって異なります。
以下の表では、 各アプリケーシ ョ ンサーバで必要な情報を要約しています。

表 1-1 NXJ インス トールプログラムに必要な情報 (1/2)

BEA WebLogic
ド メ インディ レク ト リ  7.0以降の場合は、 BEA WebLogicの

DOMAIN_HOME。 

インス トール

ディ レク ト リ

BEA WebLogicのWL_HOME。

ホス ト とポート WebLogic Administration Serverが実行しているホス
ト名とポート。

権限 サーバの起動権限を持つロールのユーザ名とパス

ワード。

IBM WebSphere
インス トール

ディ レク ト リ

WebSphere インス ト レーシ ョ ンディ レク ト リ。 
Unify NXJ インス トールガイ ド 5
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タスク 3 ： システム要件に適合していることを確認

Unify NXJ開発環境に使用するホス トはWindows ホス トです。 実行環境のホス ト
はWindows、 UNIX または Linux です。

ターゲッ トホス トの OSのバージ ョ ンとシステム要件については、 「Unify NXJが
サポートする構成」 を参照して く ださい。

タスク 4 ： 必要なサードパーテ ィツールの取得

Unify NXJ開発環境と実行環境では、 以下のサードパーテ ィ ツールが必要です。

• Web ブラウザ

管理ホス ト 管理サーバのホス ト名

admin RMI ポート 管理サーバが RMIサービス用にリスニングするポー
ト。

admin SOAP ポート 管理サーバが SOAPサービス用にリスニングする
ポート。

JBoss
Web Service ポート Webserverサービスのポート。
Naming Service(JNDI)
ポート

Namingサービスのリスニングポート。 JBossNSサー
ビスとも言う。

Webserver Service ポート HTTP リスナポート。 HTTP接続が承認されるポー
ト。 Jetty jmx コンソールアプリケーシ ョ ンもこの
ポートでアクセスされる。

InvocationLayer Service 
(JMS-UIL2) ポート  

RMIサービスソケッ トのリスニングポート。

OracleAS
インス トール

ディ レク ト リ

Oracle home ディ レク ト リ。

権限 サーバの起動権限を持つロールのユーザ名とパス

ワード。

表 1-1 NXJ インス トールプログラムに必要な情報 (1/2)
Unify NXJ インス トールガイ ド 6
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実行環境では、 NXJ アプリケーシ ョ ンのエンドユーザは、 エン ト リポイン ト
の JSP ページに Web ブラウザからアクセスします。 また、 アプリケーシ ョ ン
配備担当者も Web ブラウザから NXJ コン ト ロールセンタにアクセスします。

開発環境では、 Web ブラウザによってアプリケーシ ョ ンのテス トやフォーム
をプレビューします。

Web ブラウザは Internet Explorer と Netscape Navigatorの両方がサポート され
ます。 使用できる Web ブラウザのバージ ョ ンについては、 「Unify NXJがサ
ポートする構成」 を参照して く ださい。

IME制御プロパテ ィは、 Internet Explorer専用です。

• データベース

NXJ アプリケーシ ョ ンからデータベースにアクセスする必要がある場合、 開
発環境と実行環境の両方のホス トでデータベースが利用できる必要がありま
す。 ほとんどのデータベースにおいて、 必要な JDBC ド ライバは Unify NXJ
に同梱されています。 Informix、 MySQL、 MS SQLの運用版の場合、 「Unify 
NXJがサポートする構成 」 に記載されている方法で、 ベンダーのWebサイ
トから JDBC ド ライバをダウンロードする必要があります。 IBM DB2の場
合、 必要な JDBC ド ライバは IBM DB2 クライアン ト インス トールの一部に
含まれています。

Unify NXJ で使用される JDBC ド ライバの詳細については、 『Unify NXJ 開発
者ガイ ド』 の第 3章 「プロジェク トの設定」 で 「プロジェ ク トの作成」 を参
照して く ださい。 

タスク 5 ： ホームディ レク ト リ と作業ディレク ト リの指定

Unify NXJのファイルは 2 つのディ レク ト リにあります。 ホームディ レク ト リ と作
業ディ レク ト リです。 このようにすると、 アプリケーシ ョ ンコード とソフ トウェ
ア本体を別々に管理できます。 作業ディ レク ト リで作成されたディ レク ト リや
ファイルは、 Unify NXJのアンインス トール時に削除されたり、 更新時に上書きさ
れることがありません。

以下のセクシ ョ ンでは、 それぞれのディ レク ト リについて説明します。
Unify NXJ インス トールガイ ド 7
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ホームディレク ト リ

ホームディ レク ト リには Unify NXJ本体のファイルが含まれています。 ホーム
ディ レク ト リの構造は以下のとおりです。

このマニュアルでは、 ホームディ レク ト リを <UNIFY_HOME> と表します。

j2sdk

<UNIFY_HOME>

bin

doc

jboss

pizza

lib

web-app

ReadMe.html

setuplog.txt

デフォルトでは、 ホームディ レク ト リは
C:¥Unify¥NXJ (Windowsの場合 ) または
/opt/Unify/NXJ (UNIXの場合 ) に作成されま
す。 必要に応じて、 インス トール時に別の
ディ レク ト リを指定することもできます。

各リ リースの Unify NXJ ReadMe ファイル 

インス トールオプシ ョ ンの概要

cvsnt

AppIntegration

BPM

eclipse

ReportServer

wasp

関連する機能がライセンスされたインス トー
ルの場合のみ、 このようない くつかのディ レ
ク ト リが表示されます。

ReadMe_ja.html

ReportDesigner
Unify NXJ インス トールガイ ド 8
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作業ディレク ト リ

作業ディ レク ト リには、 Unify NXJのサンプルプロジェク ト とチュート リアルプロ
ジェ ク トが含まれています。 ユーザのプロジェク ト もここに含まれます。 作業
ディ レク ト リの構造は、 以下のとおりです。

このマニュアルでは、 作業ディ レク ト リを <UNIFY_WORK> と表します。

この章に記載されている準備が完了したら、 次の章で説明するインス トールプロ
セスが開始できます。 

projects

<UNIFY_WORK>

controlCenters

jboss

デフォルトでは、 作業ディ レク ト リは
C:¥Unify¥NXJWork (Windowsの場合 ) または
/opt/Unify/NXJWork (UNIXの場合 ) に作成さ
れます。 必要に応じて、 インス トール時に別
のディ レク ト リを指定することもできます。 
Unify NXJ インス トールガイ ド 9



インストールプログラムの
実行 2
Unify NXJ には、 以下のインス トール方法があります。

• 標準セッ トアップ （ダイアログベース）

• カスタムセッ トアップ （ダイアログベース）

• テキス トベース （UNIXのみ）

標準セッ トアップ （ダイアログベース）

このセッ トアップでは、 開発環境と実行環境のどちらでも Unify NXJ を簡単にイ
ンス トールできます。 インス トールプログラムは可能な限りデフォルトのインス
トールオプシ ョ ンを使用します。 JBoss デフォルトアプリケーシ ョ ンサーバは、
“Unify NXJ Development Server” という名前のシステムサービスと してインス トー
ルされ、 開始されます。 

Unify NXJ の評価用の CD からインス トールする場合は、 Flash プレゼンテーシ ョ
ンと Unify NXJ の評価の参考になる追加情報も表示されます。 “Install NXJ” を選択
すると、 ここで説明する標準のセッ トアップが表示されます。 Unify NXJ の評価用
の CD には評価用ライセンスが付属しています。

このタイプのインス トールを実行する手順は以下のとおりです。

1. Unify NXJ をインス トールするホス トに、 Administrator （管理者） 権限を持つ
ユーザでログインします。

2. CD ド ライブにソフ トウェアの CDROM を挿入します。

インス トールの開始ページが表示されます。

3. 次へ ボタンをク リ ッ クします。

ライセンスキーページが表示されます。

4. ライセンスキーを取得します。
10
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Unify NXJ にはライセンスキーが必要です。 インス トールプログラムではラ
イセンスキーの入力が求められます。 

キーを取得したら、 それをライセンスキーフ ィールドにカッ ト & ペース トで
きます。

Unify NXJ インス トールプログラムのパネルの指示に従って次へ ボタンをク
リ ッ クしてい く と、 セッ トアップタイプパネルが表示されます。 

5. セッ トアップタイプパネルに移動するために、 次へ ボタンをク リ ッ クしま
す。 

6. セッ トアップタイプパネルで、 標準オプシ ョ ンがデフォルトで選択されま
す。

残りのパネルの指示に従い、 Unify NXJのインス トールを完了します。 

注 – JBoss アプリケーシ ョ ンサーバは、 各Webサービスにい くつかのポートの割
り当てを必要と します。 可能な場合は、 デフォルトのポート番号が使用されます。
そうでない場合はインス トールプログラムは、 概要パネルに表示される異なる
ポート番号を割り当てます。 JBossのデフォルトのポート番号のリス トについて
は、 25 ページの 「JBossデフォルトポートの 割り当て」 を参照して く ださい。

カスタムセッ トアップ （ダイアログベース）

この方法では、 使用環境に最も適したインス トールオプシ ョ ンが指定できます。
例えば、 コン ト ロールセンタが配備されるアプリケーシ ョ ンサーバを選択したり、
あるいは、 システムサービスではな く スタンドアローン処理と して JBossデフォ
ルトアプリケーシ ョ ンサーバを実行するように選択することができます。

このタイプのインス トールを行うステップは、 以下のとおりです。

1. Unify NXJが提供するアプリケーシ ョ ンサーバ （JBoss） を使用しない場合、
使用するアプリケーシ ョ ンサーバを開始します。

NXJ インス トールプログラムは、 必要なサーバインスタンスを作成するため
に、 アプリケーシ ョ ンサーバにアクセスします。 このときにアプリケーシ ョ
ンサーバインスタンスが作成されていない場合、 初めてアプリケーシ ョ ンを
配備するときに、 これらを作成するためのプロンプ トが表示されます。

2. 10 ページのステップ 1から 5 に従います。

3. セッ トアップタイプパネルで、 カスタムを選択します。
Unify NXJ インス トールガイ ド 11
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残りのパネルの指示に従い、 Unify NXJのインス トールを完了します。 

JBossのポート番号に関しては、 前述の注意を参照して く ださい。

インス トールプログラムでコン ト ロールセンタを配備しないように選択した
場合、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使って、 後で実行することができます。
詳細については、 『Unify NXJ管理者ガイ ド』 の付録 A を参照して く ださい。

テキストベース （UNIXのみ）

UNIX ホス トの実行環境で Unify NXJ をインス トールする場合は、 この方法を使用
します。 テキス トベースなので、 グラフ ィ ッ クディスプレイデバイスにアクセス
できないネッ トワークのホス トにも、 この方法を使ってインス トールできます。
例えば、 リモートホス トに telnet で接続する場合などです。

このタイプのインス トールを実行するには、 CD ド ライブにソフ トウェアの
CDROM を挿入します。

ファイルマネージャ  ウィ ンドウが表示されたら、 以下の操作を実行します。

1. CDROMのディ レク ト リを開き、 setup.sh をダブルクリ ッ クします。

Action ： Run ダイアログが表示されます。

2. 引数フ ィールドに -text を入力します。

3. Enter を押下します。

Unify NXJのインス トールプログラムがテキス トで表示されます。 残りの指
示に従い、 Unify NXJのインス トールを完了します。

ファイルマネージャ  ウィ ンドウが表示されなければ、 以下の操作を実行します。

1. CDROMがマウン ト されているディ レク ト リに移動します。

2. setup.sh -text を実行します。

Unify NXJのインス トールプログラムがテキス トで表示されます。 残りの指
示に従い、 Unify NXJのインス トールを完了します。
Unify NXJ インス トールガイ ド 12
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インストール完了後

Unify NXJが正し く インス トールされると、 それぞれの環境のコンポーネン トが 2
ページの図 1-1 と 4 ページの図 1-2のように構成されます。

• 開発環境 ： NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナ、 NXJ インタラクシ ョ ンサーバ、
デフォルトサーバ、 デバッグサーバ。 オプシ ョ ンと して、 配備済みコン ト
ロールセンタ とデータソース定義。 データソース定義はサンプルとチュート
リアルアプリケーシ ョ ンに必要です。

• 実行環境 ： NXJ インタラクシ ョ ンサーバ、 デフォルトサーバ。 オプシ ョ ンと
して、 配備済みコン ト ロールセンタ。

選択したインス トールオプシ ョ ンの概要は、 <UNIFY_HOME>の setuplog.txt ファ
イルに書き込まれています。

インス トール後に実行する重要な作業がい くつかあります。 インス トール後の作
業は次の章で説明します。 
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インストール後のタスク 3
この章では、 Unify NXJのインス トール後に実行する代表的な作業を説明します。
（このマニュアルでは、 Windows XP版のWindows XP テーマ画面と して説明され
ています。）

タスク 1 ： Unify NXJ ツールの起動
Windows上で、 Unify NXJ ワークベンチから容易に Unify NXJ ツールにアクセスす
ることができます。 Unify NXJ ワークベンチを表示するには、 スタート  > すべての
プログラム > Unify NXJ > ワークベンチ を選択します。 Unify NXJ ワークベンチ
が表示されます。 カテゴリのツールにアクセスするには、 ワークベンチのカテゴ
リをク リ ッ クします。
14
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あるいは、 スタート  > すべてのプログラム > Unify NXJ > < ツール名 > を選
択して、 Winodws スタート メニューから Unify NXJ ツールに個々にアクセス
することもできます。

UNIX上でも、 NXJ コン ト ロールセンタから実行環境で使用される NXJ ツー
ルに容易にアクセスすることができます。 コン ト ロールにアクセスするに
は、 Web ブラウザで以下の URL を指定します。

http://<host>:<port>/<ControlCenterName>

説明 :

hostは、 NXJ コン ト ロールセンタが配備されたホス ト名です。

portは、 アプリケーシ ョ ンサーバの http ポート番号で、 デフォルトのア
プリケーシ ョ ンサーバの構成時に指定されます。 デフォルトは、 使用し
ているアプリケーシ ョ ンサーバに固有です。 JBossの場合、 デフォルト
ポート番号は、 8080 です。

ControlCenterName は NXJ コン ト ロールセンタの名称で、 NXJ コン ト ロー
ルセンタの配備時に指定されます。 デフォルトは “ControlCenter” です。
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インス トール時にコン ト ロールセンタが配備されなかった場合、 コン ト ロールセ
ンタにアクセスする前に配備する必要があります。 コン ト ロールセンタを配備す
るには、 ccmanage ユーテ ィ リテ ィ を使用します。 ccmanage ユーテ ィ リテ ィにつ
いては、 『Unify NXJ管理者ガイ ド』 の付録 A 「ccmanage ユーテ ィ リテ ィ」 を参照
して く ださい。

NXJ インタラクシ ョ ンサーバは、 配備したアプリケーシ ョ ンのエン ト リ フォーム
にアクセスすると自動的に起動します。

タスク 2 ： マニュアルを参照する方法を理解する
基本的に、 Unify NXJのマニュアルは NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナや NXJ コン
ト ロールセンタのヘルプメニューから参照できます。 マニュアルは PDF形式と
なっており、 Acrobat Reader で表示します。 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナのマ
ニュアルは、 Acrobatのグローバルサーチに対応しています。 これらにアクセスし
て検索する場合は Acrobat Reader を使用して く ださい。 NXJ コン ト ロールセンタ
には、 検索機能がありません。

NXJ開発者ガイ ドのページ

グローバル
サーチの
結果
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Unify NXJ プログラ ミ ング言語 Javadoc も NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナのヘルプ
メニューから参照できます。 Javadocは、 HTML形式のマニュアルです。

ReadMe フ ァイルは、 <UNIFY_HOME> ディ レク ト リに ReadMe.html という名前で
あります。 Windowsのスタート メニューから ReadMe フ ァイルを開くには、 ス
タート  > すべてのプログラム > Unify NXJ > 初めにお読みく ださい を選択します。

注 – 日本語版の ReadMEは、 <UNIFY_HOME> ディ レク ト リに ReadMe_ja.html と
いう名前でありますので、 そちらを参照く ださい。

Supplemental Documentation （マニュアルの追加情報） のページでは、 専門的なド
キュ メン ト と次のリ リースまでのマニュアルの最新情報を入手できます。 この
ページの URLは次のとおりです。

http://www.unify.com/products/nxj/documentation/supplemental/index.htm

また、 Unify テクニカルサポート FAQは以下のサイ ト より利用できます。

http://support.unify.com/faq/faq.php

ユニファイジャパン  テクニカルサポート FAQは、 以下のサイ ト より利用できま
す。

http://www.unify-jp.com/support/faq.htm
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タスク 3 ： サンプルアプリケーシ ョ ンの実行
Unify NXJ にはすべての機能が利用できる注文 /請求のサンプルアプリケーシ ョ ン
が用意されています。 サンプルアプリケーシ ョ ンには Unify NXJの機能が盛り込
まれています。 サンプルアプリケーシ ョ ンを利用すると、 Unify NXJ アプリケー
シ ョ ンの開発方法と配備方法が理解できます。 このサンプルアプリケーシ ョ ンを、
実際の NXJ注文処理アプリケーシ ョ ンのテンプレート と して使用することもでき
ます。
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デフォルトでは、 このサンプルアプリケーシ ョ ンのプロジェク トは、 インス トー
ル後に初めて NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナを起動すると表示されます。 それ以
外のときにサンプルアプリケーシ ョ ンを開くには、 ファイル > プロジェク ト を開
く  > <UNIFY_WORK> > projects > examples > ordinv > ordinv.prj を選択します。

サンプルアプリケーシ ョ ンを実行するには、 実行 ボタンをク リ ッ クし
ます。 

サンプルアプリケーシ ョ ンには独自のヘルプシステムがあります。 サ
ンプルアプリケーシ ョ ンのヘルプは、 ヘルプのリンクをク リ ッ クする
か、 Web ブラウザで
<UNIFY_WORK>¥projects¥examples¥ordinv¥sources¥Static_Content¥html¥help¥
help.html を指定すると利用できます。

埋込み型 Fositex ド ライバを使用するため、 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバのみが
サンプルアプリケーシ ョ ンをサポート します。

タスク 4 ： チュート リアルアプリケーシ ョ ンの実行
Unify NXJ には、 NXJ アプリケーシ ョ ンの開発、 テス ト、 配備、 実行プロセスの基
本を、 あらかじめ設定されたプロジェク ト とデータベースを使って説明する
チュート リアルアプリケーシ ョ ンとマニュアルが用意されています。 チュート リ
アルには、 い くつかのレッスンがあります。 興味のある箇所を選んで Unify NXJ
を試してみまし ょ う。

チュート リアルアプリケーシ ョ ンは、 Rofida という架
空の会社の経費報告システムに基づいています。
チュート リアルを開始する方法については、 『Unify 
NXJ チュート リアル』 のマニュアルを参照して く ださ
い。 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナのヘルプメニューから、 ヘルプ > チュート リ
アル を選択します。

チュート リアルは、 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバと同様に埋込み型 Fositex ド ラ
イバを使用します。

実行ボタン
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タスク 5 ： NXJ アプリケーシ ョ ンの更新
このセクシ ョ ンでは、 既存の NXJ リ リースに Unify NXJ リ リース 10.5 をインス
トールする場合に、 プロジェク トの移行をアシス トするために実行するタスクを
説明します。

コン ト ロールセンタは、 インス トールプログラムによって自動的に更新されます。
更新に関連した作業は必要ありません。

既存のプロジェク ト を更新する

変更を行うために NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナからプロジェク トにアクセスし
たい場合、 Unify NXJの以前のリ リースで開発した NXJ アプリケーシ ョ ンは、 こ
のリ リースに移行されなければなりません。 配備したアプリケーシ ョ ンを更新する
必要はありません。 リ リース 10.5以前のリ リースで作成されたアプリケーシ ョ ン
パッケージは、 以前のリ リースと同じように実行されます。

プロジェク ト を移行するには、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナの新し く インス
トールされたバージ ョ ンでプロジェク ト を開きます。

NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナは、 以下のダイアログでプロジェク ト を移行する
ためのプロンプ ト を表示します。

はい ボタンをク リ ッ クします。 移行状況が報告されます。

移行が完了している場合、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナでアプリケーシ ョ ンの
開発を続けることができます。 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナのい くつかのエリ
アは、 再利用機能と関連があるため稼動しません。 このリ リースで提供される再
利用機能を利用するプロジェク ト を再処理したい場合、 プロジェク トに再利用機
能を使用することができるようにしなければなりません。
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再利用を可能にする

再利用機能がプロジェク トのために利用可能になる場合、 NXJ アプリケーシ ョ ン
デザイナは、 コンポーネン ト と呼ばれるスタンドアローンコン ト ロールの構築と
編集をサポート します。 コンポーネン トはスタン ドアローン編集ユニッ トになり
ます。 この変更は、 以前のフォームスクリプ トの構造と構文が以下のように変更
されることを必要と します。

• ボッ クスと タブセッ トのコンテナは、 フォームとデータビューが保持するよ
うに、 独自のスク リプ トセクシ ョ ンを持ちます。 コンテナ内で宣言されたメ
ソ ッ ド とフ ィールドは、 コンテナ自体によって調査されます。 スク リプ トで
は、 フォームが構築されるように、 セクシ ョ ンはネス ト されます。

したがって、 フォーム上のボックスコンテナにおいて使用される変数へのリ
ファレンスは、 以前のリ リースでは単に “myVariable” だったところが、 今は 
“box1.myVariable” と して表示されます。

• ダイナミ ッ ク式は、 変数が定義されるコンテナに限定されます。

• フォームのフ ィールドへのリファレンスは、 <form> トークンに限定されま
す。

• データビューの変数へのリファレンスは、 データビュー名に限定されます。

• 異なるコンテナのコマンドへのリファレンスは、 そのコンテナの名前に限定
されます。

再利用を可能にするには、 プロジェク ト  > 再利用機能を有効 を選択します。 コマ
ンドがステ ィ ップル表示されている場合、 プロジェク トは既に再利用可能となっ
ています。

再利用機能を有効 コマンドが発行されるとき、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナ
は、 上記のリス トのように新しいフォーマッ トにフォームスクリプ ト を自動的に
コンバート しよう と します。 ほとんどの場合、 変更を行うためにスクリプ ト を手
動で編集する必要があります。 例えば、 変数が SQL文で使用されるとき、 更新
は、 適切なコンテナの必要条件を追加しません。 以下のようなコードサンプルに
なります。

EXEC SQL INSERT INTO ENROLLMENT (STUDENT, SCHEDULE, 
CLASS,ENROLLMENT_ID)
VALUES ( :entry#currUser.ID, :ELRN_SCHEDULE.ID, 
:ELRN_SCHEDULE.CLASS, :ENROLLMENT_ID );
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ELRN_SCHEDULE データビューが BOX コンテナ （box1 という名前） にあり、 そ
のため限定されていなければならないため、 手動でこれに変更させなければなり
ません。

EXEC SQL INSERT INTO ENROLLMENT (STUDENT, SCHEDULE, 
CLASS,ENROLLMENT_ID)
VALUES ( :entry#currUser.ID, :box1.ELRN_SCHEDULE.ID, 
:box1.ELRN_SCHEDULE.CLASS, :ENROLLMENT_ID );

再利用が可能にされた後、 エラーを修正するため、 まず プロジェク ト  > すべて
Make コマンドを発行します。 エラーがブラウザパネルのアウト ラインタブの
Error フォルダにリス ト されます。 エラーを操作して明らかにされるエラーを修正
します。 エラーメ ッセージは、 エラーが報告されているコンテナとフ ィールドを
示します。

報告されたエラーの多くが、 コンテナエラーが訂正されて自動的に修正されたク
ラスリ ファレンスを見つけられないことに起因するため、 エラーを修正した後、
プロジェク ト  > すべて Make を再度発行します。

手動で実行しなければならない他の再利用スクリプ トの変更があれば、 以下の
URL で Unify NXJ Webサイ トにこれらをポス ト します。
http://www.unify.com/products/NXJ/documentation/supplemental/index.htm

一旦、 プロジェク トのために再利用を可能すれば、 それは恒久的に可能となりま
す。 プロジェク トのバッ クアップ版は、 ホームディ レク ト リ （C: ¥Documents と  
Settings¥<user name>¥sources.jar） で利用できます。

再利用機能についての詳細は、 『Unify NXJ開発者ガイ ド』 の第 9章 「再利用可能
なフォームとコン ト ロールの作成」 を参照して く ださい。

チュート リアルプロジェク トのリセッ ト

他の人がチュート リアルのレッスンを実行した場合、 チュート リアルプロジェク
ト をリセッ トする必要があります。 チュート リアルプロジェク ト フ ァイルをリ
セッ トするには、 NXJ アプリケーシ ョ ンデザイナでヘルプ > チュート リアルのリ
セッ ト  を選択します。 チュート リアルのリセッ ト  コマンドにより、
<UNIFY_WORK>¥projectsのチュート リアルファイルが更新されます。
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3

Web ブラウザのキャッシュをクリアする 

Web ブラウザは、 Web ページで使用したイ メージをローカルキャ ッシュに保存し
ます。 Unify NXJの新リ リースのイ メージがキャ ッシュのイ メージと異なる場合が
あります。 また、 NXJ アプリケーシ ョ ンのイ メージが更新されている場合もあり
ます。 キャ ッシュに、 以前のバージ ョ ンと同じ名前のイ メージがあれば、 以前の
バージ ョ ンのイ メージが使用されます。

Web ブラウザのローカルキャ ッシュからすべてのイ メージを削除する手順は、 以
下のとおりです。

• Internet Explorer では、 ツール > インターネッ トオプシ ョ ン  を選択します。
全般パネルで、“ インターネッ ト一時ファイル ”のファイルの削除 ボタンをク
リ ッ クします。

• Netscape Navigator では、 編集 > 設定 > 詳細 > キャ ッシュ  を選択します。
キャ ッシュパネルで、 ディスクキャ ッシュをク リア ボタンをク リ ッ クしま
す。 
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Unify NXJ を
アンインストールする 4
Windows で Unify NXJ をアンインス トールするには、 アプリケーシ ョ ンの追加 /削
除ダイアログを使用します。 このダイアログにアクセスするには、 スタート  > 設
定 > コン ト ロールパネル > アプリケーシ ョ ンの追加 /削除 を選択します。
Windows XP では、 スタート  > コン ト ロールパネル > プログラムの追加と削除 で
Unify NXJ を選択し、 削除 ボタンをク リ ッ クします。 NXJのアンインス トールを
行う場合、 他の Unify プログラムが実行していないことを確認して く ださい。

<UNIFY_WORK> ディ レク ト リは、 ホス トに残ります。 必要に応じて、 削除する
ことができます。

Unix で Unify NXJ をアンインス トールするには、 まずデフォルトサーバとデバッ
グサーバをシャ ッ トダウンして、 その後で以下のディ レク ト リを削除します。

• <UNIFY_HOME>

• <UNIFY_WORK>

これらのディ レク ト リの位置については、 7 ページの 「タスク 5 ： ホームディ レク
ト リ と作業ディ レク ト リの指定」 を参照して く ださい。 

アンインス トールする Unify NXJ インス トールに JBoss アプリケーシ ョ ンサーバが
組み込まれている場合、 同時にアンインス トールされます。 JBoss アプリケーシ ョ
ンサーバが組み込まれていない場合、 Unify NXJ をアンインス トールしてもアプリ
ケーシ ョ ンサーバファイルは影響を受けません。 
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JBossデフォルトポートの 
割り当て A
表 A-1は、 JBoss アプリケーシ ョ ンサーバ インスタンスのためのデフォルトポー
トの設定を含んでいます。

Unify NXJのインス トール中に、 デフォルトのポートが使用されていた場合、 どの
サービスにも異なるポート番号が割り当てられます。 インス トールログは、 アプリ
ケーシ ョ ンサーバ インスタンスによって使用される実際のポート番号を含んでい
ます。

表 A-1 JBossデフォルトポート番号

アプリケー
シ ョ ンサーバ
インスタンス ポートの説明

デフォルト
ポート番号

default WebServer Service ポート 8080

Web Service ポート 8083

Naming Service (JNDI) ポート 1099

Invocationlayer Service (JMS-UIL2) 
ポート

8093

UnifyDebug Webserver Serviceポート 18080

Web Service ポート 18083

Naming Service (JNDI) ポート 11099

Invocationlayer Service (JMS-UIL2) 
ポート

18093
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